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講義名 経営管理演習(M2)(前期)

濵本　隆弘担当教員

前期 金曜日 ３時限開講期・曜日・時限講義コード 53504

ナンバリング・コ
ード

授業形態

概要説明

　本演習では修士論文作成を視野に入れて、問題意識から研究テーマの選定、文献の選択、調査計画の策定、仮説のたて方と論証の方法、結論の導き方の指導を行
う。
　演習後半は、受講者が交代で研究テーマに沿ったプレゼンテーションを行う。自分の報告だけでなく、他の受講者の報告に接し、有益な質問や助言を提供したり
、また教員とのやり取りの中で学術的な研究の方法を学ぶ。
　修士論文執筆者が本演習において、経営管理と関連づけをとったテーマ設定を行い、参考資料や文献の検索・収集、論文のフレームワークや仮説から検証そして
結論へと至る論文構成を考えることで、自己の修士論文執筆の基盤作りから、論文完成までの過程をたどることができる。また、レジメを作成し、プレゼンテーシ
ョンを行うことで、公聴会や口頭試問へ向けて論文発表のスキルアップを目指すことができる。

経営管理

演習分野学部・学科

商学部大学院修士課程

主な卒業論文のタイトル

「 中間管理職のリーダーシップスタイルとそのモチベーションの関係
――中国四川希望教育集団国際部を対象として――　」

「成果主義の導入によるモチベーションへの影響
――中国公立病院の賃金制度を対象にして――」

教員よりの要望

キャンパスクロスからの告知や流科ポータルからのメールを定期的にチェックする習慣を持つこと。

告知は演習中に全体に向けて行われ、そのあとキャンパスクロス等にアップする。
不明な点は必ず教員に問い合わせること。
教員のメールアドレスは「備考」のところで開示する。

演習では以下を実施する。
・修士論文テーマの勘案
・テーマに沿ったプレゼンテーション
・プレゼンテーションのレジメ作成と配布
・プレゼンテーションのレポート提出

選考方法

修士論文のテーマに適した演習分野であれば、履修希望者と事前相談の上、決定

評価方法

・プレゼンテーションとレポート　50％

・演習への貢献度　20％　
　　貢献度は、演習への出席状況、発言回数、発言内容、などで総合的に判断する　

・修士論文作成への取り組み姿勢　30％　

演習形式の変更があった場合でも成績評価方法は変更しない。

教員英字氏名 研究室

HAMAMOTO TAKAHIRO 非常勤講師であるので研究室は無し

最終学歴

関西学院大学大学院商学研究科博士課程後期課程満期退学

学位

商学修士

主な研究活動・社会活動・研究業績

１．�日本・ドイツ・アメリカの企業文化の比較研究
２．�EU域内における企業の環境経営
３．�経営組織を学ぶためのケース及びティーチング・ノートの作成
４．�組織戦略を学ぶためのケース及びティーチング・ノートの作成
５．�ヨーロッパ諸国におけるポピュリズムの動向
６．    経営戦略のテキスト出版に向けた調査・研究

趣味・特技

ヨーロッパ文化の探求、キリスト教や仏教（真言宗）の研究

所属

中内学園流通科学大学商学部非常勤講師

日本経営学会
経営学史学会
組織学会

専門分野

経営組織、組織行動、企業文化、経営学史

担当科目

経営管理演習(M2)(前期)

卒業研究

備考

不明な点は担当教員や教務部に必ず問い合わせること。
状況変化に合わせた対応に留意すること。

以下のオフィスアワーを利用して教員とコンタクトをとること。

オフィスアワー　：　非常勤講師控室　金曜日　12：10～12：50　

問い合わせについては以下の公開された電子メールでも対応する。

濵本隆弘　メールアドレス： Takahiro_Hamamoto@red.umds.ac.jp

実務経験の有無及び活用

実務経験なし

所属学会


